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った理由
り ゆ う

はなんですか？ 
 

あまり⼊ってほしくない場所にゲートを置いたら、間違えて⼊ることがなくなると思ったからです。また、

必要な⼈が必要なときだけ⼊ることができるようにするため、ゲートを開けるときも⾚外線フォトリフレク

タに⼿をかざさないと開かないようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５． ⼯夫
く ふ う

したところはどこですか？ 
 

夜に花だんに⼊ることはないと思ったので、光センサーを使って周りが暗いとゲートが開かないようにした

ことです。 

それと、ゲートの開き⽅もふみきりのようにたて向きに開くようにして、中にある植物にゲートが当たらな

いようにしました。 

また、LED を付けることでちゃんと動作しているのかを確認できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． その他
た

、アピールしたいところはどこですか？ 
 

３⼈でつくることにしたので、全員が何か⾃分だけの作業があるようにしました。また、⼀⼈の意⾒だけで

なく、みんなの意⾒を積極的に取り⼊れることで全員が納得できる作品ができました。 

今回はできませんでしたが、⾚外線フォトリフレクタを追加すると、ゲートを通った⼈数や花だんに⼊って

いた時間などは「変数」や「タイマー」を使って調べられると思うので、そのような機能があっても⾯⽩い

と思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


